
様式Ｄ（介護テクノロジー等モニター調査事業 計画概要書） 

令和 7年 8月 20日 

 

介護テクノロジー等モニター調査事業 計画概要書 

 

１．申請者（企業）の概要等 

企業名 (株)島津製作所 

担当者所属 スタートアップインキュベーションセンター 

担当者名 中村 俊晶 

担当者連絡先 

住所 
〒604-8511 

京都市中京区西ノ京桑原町1番 

電話 075-823-1950 

電子メールアドレス t_naka@shimadzu.co.jp 

主たる業種 分析計測機器、医用画像診断機器、産業機械、航空機器などの製造・販売等 

主要な製品 
液体クロマトグラフ、質量分析システム、X 線 TV システム、一般撮影システム、タ

ーボ分子ポンプ、フライトコントロールシステムなど 

希望する施設等の

種類や職種等 

 

希望施設に☑を入

れてください 

複数選択可 

□介護老人福祉施設：特別養護老人ホーム 

□介護老人保健施設：老人保健施設、地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 

□認知症対応型共同生活介護：グループホーム 

☑特定施設入居者生活介護：有料老人ホーム、軽費老人ホーム、養護老人ホーム、 

サービス付き高齢者向け住宅、地域密着型特定施設入所者生活介護 

☑居宅介護サービス：訪問介護、看護、デイサービス、リハ、福祉用具貸与サービ

ス事業者、小規模多機能型居宅介護、看護小規模多機能型居宅介護 等 

□ショートステイ 

□障害者福祉施設 

□医療機関：介護療養型、介護医療院、病院、リハビリテーションセンター 等 

□その他：（                          ） 

 

その他の希望  

 

２．機器・システムの概要（可能な限り詳しくご記入ください。） 

機器等の名称 健康増進プラットフォーム SUPOFULL(サポフル) 

機器等の概要 

 

（写真を添付する

こと） 

 

想定する使用者、使用場面 

■使用者 

①事業対象者、要支援、要介護認定※を受け、機能訓練を行う又は機能低下予防のた

めに運動・食事指導を受けている高齢者。 

※要介護認定レベルは１まで。 

②機能訓練指導員、看護師、介護職員、生活相談員、施設長 

SUPOFULLは介護職員による操作が可能です。ただし、機能訓練や予防のPDCAに組み

込むため、理学療法士等のセラピストの協力は必要です。 

③①の家族 

 

 

 

企業等 



■使用場面 

機能訓練時、予防指導時、高齢者の自宅など 

 

 
「SUPOFULL（サポフル）」の運用モデル 

 

              統合レポート(例) 

 

機能と使用方法、有用性 

■機能 

・Webクラウド上の収集データを統合した健康アルバム（毎週）・健康レポート（３

カ月毎）の生成。 

・健康アルバム（毎週）・健康レポート（３カ月毎）の端末表示、印刷、電子メー

ル送付。 

 

■使用方法 

①生活習慣※、運動習慣・アンケート、健診結果のデータをSUPOFULLに集約【介護職

員】 

※生活習慣のデータは、AGEsスコアを使用。AGEsスコアは、AGEsの蓄積レベルを表し、AGEsとは食事など



で過剰に摂取した糖と体を構成するタンパク質が結びつく老化物質のことで、認知機能・骨粗しょう症・

フレイル・生活習慣病との関係が示唆されており、「生活習慣のバイオマーカ―」と言われています。 

②データを統合レポートにより可視化。【介護職員】 

③統合レポートを高齢者や家族へ共有。高齢者それぞれの状態にあった生活習慣ア

ドバイスも提供。【介護職員】 

④高齢者は、レポートやアドバイスを見て機能訓練・機能低下予防を行う。 

 

■有用性 

・概要 

日常の生活ログ（生活習慣・運動習慣）や健診結果などのデータをクラウドに収集・

見える化する統合レポートにより、利用者の健康増進（認知症やフレイルなどのリ

スク低減）をサポート。 

 

・「SUPOFULL（サポフル）」の運用モデルでめざす効果 

 健康状態の変化を見ることで、運動等への張り合いが生まれる。 

 頭の健康状態を知って、早く受診・予防活動を開始する。 

 統合レポートを利用者やご家族と共有することで、コミュニケーションの活性

化 

 

製品HP：健康増進プラットフォーム SUPOFULL（サポフル） 

類似する機器等との相違 

類似する機器等：サービス利用者情報、機能訓練情報等を収集・蓄積する介護シス

テム。 

 

相違点：機能訓練での測定結果に加え生活習慣・運動習慣・アンケート・健診結果

のデータを収集、利用者の健康状態を統合してわかりやすく可視化し、利用者それ

ぞれの状態に合った生活習慣アドバイスを呈示する。 

 

当該機器等と介護業務との関連性 

機能訓練指導員、看護師等は、機能訓練を行う又は機能低下予防のために運動・食

事指導時に、SUPOFULLで高齢者の状態を確認、統合レポートを高齢者に共有する。 

 

現在の開発状況と

課題 

機器等に関するリスクアセスメント（性能安全と利用安全の確保対策） 

※アセスメント結果を添付して下さい。  

弊社にてリスクアセスメントを実施、リスクが受容可能であることを確認済。 

 

社内や社外モニター調査の実績 

※実績ありの場合は、その結果を添付して下さい。 

実績として、社会福祉法人 ひとつの会 デイサービスセンターたまのや様での活用

事例 (SCMC-250007)を添付します。 

 

開発に関する当面の課題 

・2024年10月に上市したばかり状況で、SUPOFULL提供価値の「日常の生活ログ（生

活習慣・運動習慣）や健診結果などのデータをクラウドに収集・見える化する統合

レポートにより、利用者の健康増進（認知症やフレイルなどのリスク低減）をサポ

ート」を強化するため、高齢者の意欲向上や業務の効率化等につながる改良のため

の情報が必要です。 

 

 

https://www.shimadzu.co.jp/products/sic/supofull/index.html


３．モニター調査の概要 

１．調査のねらい 現場の声を聞くことで、高齢者の意欲向上や業務の効率化等につながる情報を収集、

今後の改良に活かす。 

さらに、SUPOFULLが利用者の意欲向上・機能訓練や指導の負担軽減また効率化をサ

ポートすることを確認します。 

 

２．調査概要 １）調査対象： 

①事業対象者、要支援、要介護認定※を受け、機能訓練を行う又は機能低下予防のた

めに運動・食事指導を受けている高齢者。 

※要介護認定レベルは１まで。 

②機能訓練指導員、看護師、介護職員、生活相談員、施設長 

 

２）調査したい場面、場所： 

■使用場面 

機能訓練時、予防指導時。 

 

機能訓練や機能低下予防のPDCAサイクルにSUPOFULLを組み込み、調査。 

 

 

施設での運用フロー(概要） 

 

■場所 

有料老人ホーム、サービス付き高齢者向け住宅、デイサービス。 

可能であれば、ＳＭＩ(骨格筋指数)測定装置を保有されている施設を希望。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３）調査期間（日数）： 

3か月程度 

 

 
 

調査の流れ(概要） 

 

４）機器の台数： 

1式/施設。 

機器構成： 

SUPOFULL(web アプリ)※ 

AGEs センサ※ 

SUPOFULL 操作用・AGEs センサ用 PC(兼用) 

※企業から貸し出し 
 

 

４．モニター調査の実施手法（協力施設等へお願いしたい内容） 

※本書のＰ９～１０を参考にモニター調査の具体的な実施方法を記載してください。 

注）５つの項目全てを行う必要はありません。（実施しない項目は「特になし」としてください。） 

※モニター調査検討委員会等の審議により採択された場合には、当協会及び専門家によるアドバイスを行います。 

１．利用対象者の適

用範囲に関するこ

と 

【調査手法】 

□観察法 □インタビュー法 □質問紙法 □その他： 

 

【想定する調査方法】 

 

２．利用環境の条件

に関すること 

【調査手法】 

□観察法 □インタビュー法 □質問紙法 □その他： 

 

【想定する調査方法】 

 

３．機器・システム

の利用効果に関す

ること 

【調査手法】 

□観察法 ☑インタビュー法 ☑質問紙法 ☑その他： 

 

【取得指標】 

ⅰ被介護者（取得必須指標、以下のうち１つ以上） 

 □要介護度 □ＡＤＬ □ＩＡＤＬ □ＬＳＡ □日常生活時間 □ＱＯＬ 

 ☑その他（機能訓練・機能低下予防への意欲、家庭での生活習慣やトレーニン

グの状況、SMI(可能であれば)、握力、歩行速度 ） 

ⅱ介護者（取得必須指標、以下のうち１つ以上） 

  □腰痛等の有無 ☑介護負担指標 □ストレス指標 □生体情報 

☑その他（機能訓練や指導の負担軽減また効率化につながるか［指導が容易に

なったか等］、高齢間のコミュニケーションの活性具合） 



ⅲ 介護サービス提供全体の流れ 

☑プロセス全体の時間 ☑人員構成 □職務タイムスタディ法 

□その他（                             ） 

 

【想定する調査方法】 

下記のインタビュー又はアンケートを実施。 

■高齢者 

・機能訓練や機能低下予防への意欲【モニター調査の開始時・終了時】 

・家庭での生活習慣やトレーニングの状況【モニター調査の開始時・終了時】 

・SMI(可能であれば)、握力、歩行速度を施設で測定。SUPOFULLに収集し、身体機能

の変化を確認する。 

測定タイミング；開始時、終了時(３か月目)。可能であれば、1.5か月目でも測定

希望。 

など 

 

■介護職員 

下記のインタビュー又はアンケートを実施。 

・機能訓練や指導の負担軽減また効率化につながるか(指導が容易になったか等)【モ

ニター調査の終了時】 

・高齢間のコミュニケーションの活性具合【モニター調査の開始時・終了時】 

など 

 

４．機器等の使い勝

手に関すること 

【調査手法】 

□観察法 ☑インタビュー法 ☑質問紙法 □その他： 

 

【想定する調査方法】 

下記のインタビュー又はアンケートを実施。 

■高齢者 

・SUPOFULLの統合レポートの判りやすさ【モニター調査中】 

 

■介護職員 

・使い勝手【モニター調査中】 

 

５．介護現場での利

用の継続性に関す

ること 

【調査手法】 

□観察法 ☑インタビュー法 ☑質問紙法 □その他： 

 

【想定する調査方法】 

■施設長等 

モニター調査終了時にインタビュー又はアンケート 

 

６．その他 SUPOFULL操作用・AGEsセンサ用PC、ネット環境は企業でも用意可能です。 

 

 

（注）必要に応じて記載欄を増やしてください。 
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